
2026/03/26 公開 

1 

令和 8 年度 魚類環境 DNA 
調査同定上の留意点（調査・分析・解析上の留意点） 
●様式入力用シートについて（水質監視分析業務向け） 
水質監視分析業務の方は河川環境データベースより様式入力用シートをダウンロードし、必要

事項を入力してください。本シートはエクセルのまま納品してください。また、画像ファイル

は zip 形式等に圧縮して、併せて納品してください。 
 
●緯度・経度の記録について 
河川版マニュアル PⅡ-19 およびダム湖版マニュアル PⅡ-17 に記載の通り、緯度・経度の測地

系は JGD2024/ (B, L）（10 進法）としてください。なお、入出力システムにおいて、緯度・経度

は小数点以下 7 桁までの入力が可能です。 
※マニュアル(案)該当頁：河川版 PⅡ-19 およびダム湖版 PⅡ-17 

 
●距離(km)の桁数について  
距離(km)を記録する項目においては、小数点以下 1 桁で記録してください。 
※マニュアル(案)該当頁：河川版 PⅡ-19，22 およびダム湖版 PⅡ-17 

 
●写真票の備考欄について 
説明欄にはなるべく撮影位置の緯度・経度を記録するようにしてください。 
※マニュアル(案)該当頁：河川版 PⅡ-22 およびダム湖版 PⅡ-21 

 
●解析結果の精査ついて 
河川版マニュアル PⅡ-36 およびダム湖版マニュアル PⅡ-35 に示す「解析結果の精査」に記載

の通り、下記のフローに基づいて種名精査を実施してください。 
仮選定した種名が「河川水辺の国勢調査 MiFish 種名リスト（仮称）」（以下、水国 MiFish 種名

リスト）において「照合区分なし」またはリスト未掲載であった場合は「環境省誤同定チェッ

クシート」を参照し、「照合区分あり」の種が「MiFish 解析の結果として採用を推奨する学名・

和名」に含まれていないかを確認してください。 
※マニュアル(案)該当頁：河川版 PⅡ-36 およびダム湖版 PⅡ-35 

 
  

現地調査様式14 種名選定理由整理票で整理するもの

照合区分

凡例

簡易に進める工程

専門知識が必要な工程
※魚類の分類や系統地理に関する

一定の知識

低一致率配列への対応
・除外を基本とするが、将来的にリファ
レンスDBが追加された場合には種リ
ストに追加

基準*となる一致
率以下の配列→

*1：誤登録配列を含む種
*2：種内系統の識別に注意が必要な種

基準*となる
一致率以上の配列↓

*基準：一致率98.5%以上かつ
クエリカバレッジが90%以上

*3：一致率の一番高い種が複数の場合は該当種の種名を列挙
する。「マグロ類」のような独自の名前は付けない。

環境省誤同定CSを確認

誤同定CSによる
精査が可能→

誤同定CSによる
精査が不可能↓

一致率の高い生物種リスト
【現地調査様式13 相同性解析結果一覧表】

水国MiFish種名リストとの照合

代表配列に対応する種名を仮選定

リファレンスDBとの一致率等

「MiFish解析の結果として採用
を推奨する学名・和名」を水国
MiFish種名リストと照合

照合結果

精査可否

リファレンスDBとの照合で一致率の一
番高い種リストの照合結果を使用（複数
種の場合は種名を／で区切り全て示す）

↓照合区分ありの
種名を含まない

照合区分
ありの種名を

含む→

照合区分のある種名を仮選定

水国MiFish
種名リストに基づく
種名確定対象種
例：
淡水魚、回遊魚、汽水魚、
海水魚（一部の種）

誤同定CSによる
精査が可能↓

誤同定CSによる
精査が不可能→

系統樹による確認

照合区分あり：
注意を要する種↓

精査可否

環境省誤同定CSを確認

照合区分あり：
←種名確定

水国MiFish
種名リストに

基づく種名確定
非対象種

例：海水魚や飼育・食品
由来の外来魚を想定

照合区分なし、または
リスト未掲載→

種名確定（種特定）
例1：カワムツ
例2：ウグイ

種名確定（高次分類止め）
例3:カワヤツメ類
例4：タモロコ類

注意を要する種（種特定）
例5:ミナミスナヤツメ*1、
例7：ドジョウ、ドジョウ（中国大陸系統）*2

注意を要する種（高次分類止め）
例6:ジュズカケハゼ種群*1

種名未確定
(リファレンスDBとの照合
結果に応じた任意の名前)例8：

クロマグロ/ビンナガ/タイセイヨウクロ
マグロ/メバチ/キハダ/ミナミマグロ/
タイセイヨウマグロ/コシナガマグロ*3
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●海外の種を除外し同定する種・高次分類止めに海外の種が含まれる場合の対応 
「河川水辺の国勢調査 MiFish 種名リスト（仮称）」において、海外種を除外して種レベルで同定

している種（例 カネヒラ）や高次分類止めに海外の種が含まれる種群（例 サクラマス類）に

ついては、以下の対応を行ってください。 
相同性検索で下表の「相同性検索でヒットした海外の種」の種がヒットした場合は、「仮選定種

名として選ぶべき種名」を前項のフローにおける仮選定種名とし、水国 MiFish 種名リストと照

合を行ってください。 
 

表 海外の種に対する対応表（暫定版） 
相同性検索でヒットした 

海外の種 
仮選定種名として 
選ぶべき種名 

備考 

Chitala chitala シルバーアロワナ  

Acheilognathus gracilis カネヒラ  

Acheilognathus chankaensis オオタナゴ  

Acheilognathus barbatus オオタナゴ  

Acheilognathus taenianalis オオタナゴ  

Pseudorasbora interrupta モツゴ  

Silurus soldatovi ナマズ  

Silurus meridionalis ナマズ  

Silurus lanzhouensis ナマズ  

Salmo macrostigma ブラウントラウト  

Oncorhynchus masou formosanus サクラマス  

Platycephalus sp. マゴチ  

Trachurus lathami マアジ  

Trachurus trachurus マアジ  

Trachurus mediterraneus マアジ  

Caranx caninus ギンガメアジ  

Caranx tille ギンガメアジ 
Caranx tille は国内種ミナミギンガ

メアジ。水国 MiFish 種名リスト未

掲載のため本表に記載。 

Nuchequula brevirostris ヒイラギ  

Cottus aleuticus カジカ  

Cottus bairdii カジカ  

Cottus cognatus カジカ  

Comephorus baikalensis カジカ  

Comephorus dybowskii カジカ  

Cottocomephorus inermis カジカ  

Eleotris klunzingerii テンジクカワアナゴ  
  

 
●高次分類止めの種名について 
「河川水辺の国勢調査 MiFish 種名リスト（仮称）」において照合区分が「種名確定（高次分類止

め）」または「注意を要する種（高次分類止め）」の種については、必ずリスト記載の高次分類

止めの種名で記録してください（既往調査結果や分布情報等から種を特定する行為は行わない

でください）。前述のリスト未掲載の種で一致率の高い種が複数となる場合も同様です。 
 
●照合区分「リファレンスなし」について 
「河川水辺の国勢調査 MiFish 種名リスト（仮称）」では、照合区分設定時点で MiFish 領域の塩

基配列が公開データベース等に登録されておらず、現時点では検出・同定が困難と考えられる

種については、照合区分を「リファレンスなし」としています。 
 

以上 


